
令和５年度　評価規準 学校名：江戸川区立篠崎小学校

教科　　　　理科 学年　　第４学年

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

１．春の生き物 8

春の生命の息吹の中で，動物の活動や植
物の成長に興味・関心をもち，1年間を通
した観察計画を立てて継続観察を行い記
録することから，生物を愛護する態度を育
てるとともに，動物の活動や植物の成長
と，気温や水温などの環境とのかかわりを
とらえるようにする。

・温度計を安全に正しく使い，気温や水温を
調べている。
・植物の成長のようすを調べ，結果をわかり
やすく記録している。
・春の生き物のようすを理解し，観察記録を
整理し，わかりやすくまとめている。

・春の生き物のようすについて，予想や仮説
を発想し，表現している。
・春の生き物のようすと季節の変化を関係づ
けて考察し，表現している。

・春の生き物に進んでかかわり，他
者とかかわりながら，季節による違い
を調べようとしている。
・植物の成長に進んでかかわり，他
者とかかわりながら，植物を育ててい
こうとしている。
・春の生き物について，学んだことを
学習や生活に生かそうとしている。

２．天気と１日の気温 5

晴れや曇り，雨の日に，1日の気温の変化
を調べ，天気によって1日の気温の変化の
しかたに違いがあることをとらえるようにす
る。

・温度計を正しく扱いながら，天気や1日の気
温の変化のしかたを調べ，測定した気温など
の結果をわかりやすくまとめている。
・天気によって，1日の気温の変化のしかたに
違いがあることを理解している。

・1日の気温の変化と天気のようすについて
予想や仮説を発想し，表現している。
・1日の気温の変化のしかたについて，観察
の結果から考察し，表現している。

・天気のようすや1日の気温の変化に
進んでかかわり，他者とかかわりなが
ら，天気や気温を調べようとしてい
る。
・天気と1日の気温の変化について，
学んだことを学習や生活に生かそう
としている。

地面を流れる水のゆくえ 5

雨水の流れ方や浸みこみ方と地面の傾き
や土の粒の大きさとの関係について追究
する中で，生活経験等をもとに，根拠のあ
る予想や仮説を発想し，表現できるように
する。また，水は，高い場所から低い場所
へと流れて集まること，水の浸みこみ方
は，土の粒の大きさによって違いがあること
を調べられるようにする。

・水は高い場所から低い場所へと流れて集ま
ることを理解している。
・粒の大きさと水の浸みこみ方の違いを調べ
る実験を，条件制御しながら行い，結果をわ
かりやすく記録している。
・水の浸みこみ方は，土の粒の大きさによっ
て違いがあることを理解している。

・低い場所に流れた水のゆくえについて，土
のようすと関連づけながら，根拠のある予想
や仮説を発想し，表現している。

・地面を流れる水のゆくえに進んで
かかわり，他者とかかわりながら，そ
のようすを調べようとしている。
・水が地面を流れたり，浸みこんだり
するしくみと自然災害や土地利用と
の関係について調べようとしている。

時数
単元のまとまりの評価規準

単元名
単元の到達目標
(小単元のねらい)
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３．電気のはたらき 7

乾電池の数や回路を流れる電流の大きさ
や向きと，モーターの回り方や豆電球のよ
うすに着目し，それらを関係づけて電気の
はたらきについて根拠のある予想や仮説
を発想することができるようにするとともに，
乾電池を使ったおもちゃづくりを通して，電
気のはたらきに興味・関心をもって追究す
る態度を育てる。

・簡易検流計を正しく使い，回路を流れる電
流の向きと，モーターの回る向きを関係づけ
て調べている。
・乾電池の数やつなぎ方を変えると，電流の
大きさや向きが変わり，モーターの回リ方が
変わることを理解している。

・回路を流れる電流の向きとモーターの回る
向きについて予想や仮説を発想し，表現して
いる。
・乾電池2個のつなぎ方やモーターの回り方
について，実験の結果から考察し，表現して
いる。

・乾電池とモーターを使ったおもちゃ
を動かすことに進んでかかわり，他
者とかかわりながら，乾電池のはたら
きを調べようとしている。
・電気のはたらきについて学んだこと
を学習や生活に生かそうとしている。

夏の生き物 4

夏の動物の活動や植物の成長を興味・関
心をもって継続して観察し，記録すること
から，生物を愛護する態度を育てるととも
に，動物の活動や植物の成長と季節との
かかわりをとらえるようにする。

・植物の成長のようすを調べ，結果をわかり
やすく記録している。
・夏になると，動物が活発に活動し，植物が
よく成長することを理解している。

・夏の生き物に進んでかかわり，他
者とかかわりながら，春の生き物のよ
うすとの違いを調べようとしている。
・夏の生き物について，学んだことを
学習や生活に生かそうとしている。

夏の夜空 2

星を観察して，空には明るさや色が違う星
があるという考えをもつことができるように
するとともに， 星に対して興味・関心をも
ち，夜空に輝く無数の星に対する豊かな
心情を育てる。

・方位磁針や星座早見などを正しく使って，
星や星座を観察し，星によって明るさや色に
違いがあることを理解している。

・夏の夜空に輝く星に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，観察しよう
としている。

４．月や星の動き 6

月や星を観察して，その位置の変化を時
間と関係づけて調べ，月や星の特徴や動
きについての考えをもつことができるように
するとともに，天体に対する豊かな心情を
育てる。

・方位磁針を正しく使って月の位置を調べ，
月は日によって形が変わって見え，1日のうち
でも時刻によって位置が変わることを理解し
ている。
・星の集まりは，1日のうちでも時刻によって，
並び方は変わらないが，位置が変わることを
理解している。

・月も太陽と同じように，時刻とともに動くと予
想や仮説を発想し，考えを表現している。
・星の位置の変化を観察の結果から考察し，
表現している。

・月の動き方について進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，月の動き
を調べようとしている。
・月や星の動きについて，学んだこと
を学習や生活に生かそうとしている。

2 



令和５年度　評価規準 学校名：江戸川区立篠崎小学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数

単元のまとまりの評価規準
単元名

単元の到達目標
(小単元のねらい)

５．とじこめた空気や水 6

空気を閉じ込めた袋や空気鉄砲を使った
活動や，注射器に閉じ込めた空気を圧し
縮める実験を通して，閉じ込めた空気を
圧した時の現象について，主体的に調べ
ることができるようにするとともに，水につい
ても同様の実験を行い，それぞれの結果
を比較して，空気と水の性質の違いをとら
えるようにする。

・空気を閉じ込めた器具を安全に正しく使っ
て，閉じ込めた空気の性質を調べている。
・閉じ込めた空気を圧すと，体積は小さくなる
が，圧し返す力は大きくなることを理解してい
る。
・閉じ込めた水を圧したときについて，結果を
わかりやすく記録している。
・閉じ込めた水は，空気と違って圧し縮めら
れないことを理解している。

・閉じ込めた空気を圧したときについて，予
想や仮説を発想し，表現している。
・閉じ込めた水を圧し縮めることができるかに
ついて，実験の結果から考察し，表現してい
る。

・閉じ込めた空気を使った活動に進
んでかかわり，他者とかかわりなが
ら，閉じ込めた空気の性質を調べよ
うとしている。
・閉じ込めた空気や水の性質につい
て学んだことを学習や生活に生かそ
うとしている。

６．ヒトの体のつくりと運
動

6

運動しているときのヒトやほかの動物の体
の動きについて，骨や筋肉のはたらきと関
係づけながら調べていくことで問題を見い
だし，興味・関心をもって追究する活動を
通して，ヒトの体のつくりと運動についての
考えをもつことができるようにする。

・自分の体を触ったり，骨の模型や映像など
の資料を活用したりして，体を曲げられるとこ
ろを調べている。
・ヒトの体には骨と筋肉があり，ヒトが体を動か
すことができるのは，骨や筋肉のはたらきによ
ることを理解している。
・ほかの動物の体のつくりや，体を動かすしく
みについて，資料を活用して調べている。

・運動しているときのヒトの体の動きから，腕
の中の骨がどのようになっているか予想や仮
説を発想し，表現している。
・ほかの動物の体のつくりや，体を動かすしく
みについて，ヒトと関係づけて考察し，自分の
考えを表現している。

・ヒトの体のつくりに進んでかかわり，
他者とかかわりながら，運動とどのよ
うに関係があるかを調べようとしてい
る。
・ヒトやほかの動物の体のつくりと運
動について，学んだことを学習や生
活に生かそうとしている。

秋の生き物 4

秋の動物の活動や植物の成長を興味・関
心をもって継続して観察し，記録すること
から，生物を愛護する態度を育てるととも
に，動物の活動や植物の成長と季節との
かかわりをとらえるようにする。

・植物の成長のようすを調べ，結果をわかり
やすく記録している。
・秋になると，動物の動きは鈍くなり，植物は
成長が止まったり，実が大きくなったりするこ
とを理解している。

・秋の生き物に進んでかかわり，他
者とかかわりながら，季節による違い
を調べようとしている。
・秋の生き物について，学んだことを
学習や生活に生かそうとしている。

3 



令和５年度　評価規準 学校名：江戸川区立篠崎小学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数

単元のまとまりの評価規準
単元名

単元の到達目標
(小単元のねらい)

７．ものの温度と体積 8

空気・水・金属は，温度が高くなると膨張
し，低くなると収縮するといった，温度の変
化と空気・水・金属の体積の変化との関係
を見いだし，中でも空気の体積変化は最も
大きいことをとらえるようにする。また，既習
の内容や生活経験をもとに，根拠ある予
想や仮説を発想する力や主体的に問題
解決しようとする態度を育てる。

・空気はあたためたり冷やしたりすると，その
体積が変わることを理解している。
・水はあたためたり冷やしたりすると，その体
積が変わることを理解している。
・加熱器具などを安全に正しく使って，金属
をあたためたり冷やしたりしたときの体積の変
化を調べている。
・金属は，あたためたり冷やしたりすると，その
体積が変わるが，その変化は空気や水より小
さいことを理解している

・閉じ込めた空気をあたためたときについて，
予想や仮説を発想し，表現している。
・空気の温度と体積について，実験の結果か
ら考察し，表現している。
・温度による水の体積変化について，実験の
結果から考察し，表現している。
・温度による金属の体積変化について，実験
の結果から考察し，表現している。

・容器に閉じ込めた空気をあたため
る活動に進んでかかわり，他者とか
かわりながら，空気の性質を調べよう
としている。
・温度によるものの体積変化につい
て，学んだことを学習や生活に生か
そうとしている。

冬の夜空 2

星の観察を繰り返すことを通して，星の特
徴や動きについての考えが深まるようにす
る。また，星の動きと時間とを関係づけて
調べる能力が育つようにする。

・冬の夜空にも，明るさや色の違う星があり，
時刻によって，並び方は変わらないが，位置
が変わることを理解している。

・冬の夜空に輝く星に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，観察しよう
としている。

冬の生き物 3

冬の動物の活動や植物の成長を興味・関
心をもって継続して観察し，記録すること
から，生物を愛護する態度を育てるととも
に，動物の活動や植物の成長と季節との
かかわりをとらえるようにする。

・植物のようすを調べ，結果をわかりやすく記
録している。
・冬になると，動物は見られなくなり，植物は
たねを残して枯れたり，枝に芽をつけて冬を
越したりすることを理解している。

・冬の生き物に進んでかかわり，他
者とかかわりながら，季節による違い
を調べようとしている。
・冬の生き物について，学んだことを
学習や生活に生かそうとしている。

８．もののあたたまり方 7

金属は熱せられた部分から順にあたたまる
が，水や空気は熱せられた部分が移動し
て全体があたたまることをとらえるようにす
る。また，ものには熱に対する性質の違い
があるという考えをもつとともに，それらの
性質を確かめる活動を通して，既習の内
容や生活体験をもとに根拠ある予想や仮
説を発想する力や主体的に問題解決しよ
うとする態度を育てる。

・加熱器具などを安全に正しく使って，金属
のあたたまり方を調べている。
・金属は熱せられた部分から順にあたたまっ
ていくことを理解している。
・水のあたたまり方を調べ，結果をわかりやす
く記録している。
・水はあたためられた部分が移動して全体が
あたたまることを理解している。
・空気は，あたためられた部分が移動して，
全体があたたまることを理解している。

・金属の一部を熱すると，どのようにあたた
まっていくのかについて予想や仮説を発想
し，表現している。
・水のあたたまり方について，実験の結果か
ら考察し，表現している。
・空気のあたたまり方について，実験の結果
から考察し，表現している。

・フライパンを熱したときのようすに
進んでかかわり，他者とかかわりなが
ら，金属のあたたまり方を調べようと
している。
・もののあたたまり方について，学ん
だことを学習や生活に生かそうとして
いる。
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９．水のすがた 7

水は温度によって状態が変化し，氷になる
と体積が増えるという考えをもつとともに，
水蒸気や氷に姿を変える水の状態変化と
温度とを関係づける能力や，興味・関心を
もって追究する態度を育てる。

・加熱器具などを安全に正しく使って，熱した
ときの水のようすを調べ，わかりやすく記録し
ている。
・水を冷やし続けたときの温度やようすをわ
かりやすく記録している。
・水が温度によって水蒸気や氷に変わること
や，水が氷になると体積が増えることを理解
している。

・水を熱したときに出る泡の正体について，
実験の結果から考察し，表現している。
・水を冷やしたときの変化について実験の結
果から考察し，表現している。

・水が氷になったり，水を熱すると湯
気や泡が出たりする現象に進んでか
かわり，他者とかかわりながら，温度
による水の状態変化を調べようとして
いる。
・温度による水の状態変化について
学んだことを学習や生活に生かそう
としている。

10．水のゆくえ 5

水は熱しなくても蒸発して空気中に出て
いったり，目に見えない水蒸気が冷やされ
て再び水の姿で現れたりするという考えを
もつことができるようにするとともに，自然界
の水の姿と関係づける能力や，興味・関心
をもって追究する態度を育てる。

・水の自然蒸発のようすを調べ，結果をわか
りやすく記録している。
・水は，水面や地面などから蒸発し，水蒸気
になって空気中に含まれていくことを理解し
ている。
・空気中の水蒸気は，結露して再び水になっ
て現れることがあることを理解している。

・水は熱しなくても，蒸発するかについて予想
や仮説を発想し，表現している。
・空気中から水を取り出せるかについて，実
験の結果から考察し，表現している

・校庭やアスファルトの水たまりが，
なくなっていくようすに進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，水のゆくえ
を調べようとしている。
・水のゆくえについて学んだことを学
習や生活に生かそうとしている。
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